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幼児児童生徒と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン およ び教育 ( 保育) ･

発達支援 の基盤と して の教師の ｢ 聴く力｣ に つ い て
一 散師を対象とした ｢ 聴く力｣ に つ い て の 調査 から -
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教師が幼児児童生 徒の 話を き ち ん と聴く こ と が で き, 同様 に , 親 (保護者) や 同僚教師 の 詰 も き ち ん と聴く

こ と が で き る と い う こ と｡ - こ の こ と ば幼児児童生徒と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン , 鶴 (保護者) ･ 同僚教師 と の

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

･ 連携 を 深め て い く た め に き わ め て 重要 な こ と で , 幼児 児童生徒 の 教育 (保育) ･ 発達支

援 の た め に は欠か せ な い こ と で あ る｡ 教師 に求 め ら れ る 大切な専門性の
一

つ と い え る で あ ろ う
｡ 本研究 は教

師の こ の ｢聴 く力｣ に つ い て の ア ン ケ ー

ト調査 を通 し て
, 教師 が ｢ 聴く力｣ に つ い て ど の よう に と らえ て い る

か を検討 し た｡ 本論文 で は, こ の う ち , 幼児児童生徒 の 話 を聴く場合 を中心 に考察 した ｡

どの 勤務校種 に お い て も
, 幼児児童生徒 の 目線 に立 ち, 目 に 見え るか た ち で 応答 し, 普段の 学校 (園) 内外

の 生 活場面(背景) な ど に つ い て の 客観的情報も把握 し なが ら聴く こ とが 大切 で あ る と多くの 教師が考え て い る

傾向の あ る こ とが わか っ た ｡ また , 勤務年数の 長 い 教師の 方が 幼児児童生徒の 話を 聴く に あ た り, より 多く の

点 に 配慮 し なが ら聞く こ とが 大切で あ る と考え て い る こ とも知 られ た ｡ た だ , 教師の ｢ 聴く力｣ とい っ て も こ

れ を構成す る と思わ れ る要素 (因子) に つ い て も構造化 しな が ら検討す る こ とが 必要で あ ろ う と考え られ た｡

こ の 点 に つ い て は今後の 大 きな 課題 と して 残 され た ｡

Ⅰ 問題お よび目的

｢ 心理的 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と聴く こ と｣ の 関係に つ い て の 説明 の 中で , 佐治ら ( 1 9 9 9) (
1)
は ｢ 聴く

と い う こ とは ( 中略) 積極的な行為, すなわち , 相手を分かろうとする働きかけと して 行おう｣ とする

こ とで あると述べ て い る｡ そ して ,
そ の さ い

, 聴く こ と ば ｢感情を聴くと い う こ とだ けで なく, 基本は ,

深く相手の 話に耳を傾け, そ の ひ と ( p e r s o n) に焦点を合わせ , 相手そ の もの を聴く, と い う こ とで あ

る｣ と説く｡

こうした とらえ方は, 教育 ( 保育) の場に おける教師と幼児児童生徒 ( 以 下, 特別な事情の ない 限り,

｢ 子 ども｣ と総称する ことにする) と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あり方に つ い て も大きな示唆を与えて くれて

い ると思われる｡
一 人 ひとりの子 どもの 側に立 っ て

, 教師の 自分に対するかかわり方を想像してみたとき,

｢ 今 こ こ に い る こ の 自分｣ を教師が どの ように受けとめて くれて い ると感じられるか ば , 子どもに と っ て ,

｢ 自己と他者とが互 い に交わりあう存在｣ で あるこ との 感覚を大きく左右すると思われる｡
(2 )
教師との コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の 中に深い 人格的な出会い を感じられて こ そ , 子どもにと っ て はそ れが基本的信頼感や自己

肯定感や 自己尊重などの こ こ ろ を育て , 学習や発達や人間関係などにと っ て の大きな基盤 (土台 ･ 原動力)

にな っ て いく もの と思 われる ｡
( 3)
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半 田 ( 2 0 0 7)
( 4)
が述 べ て い る よう に , 教師が子どもの 側に い て, ｢ 子 どもと同じもの を同じように見よ

うとする｣ とき, 子どもと教師と の ｢ かかわり の 基本｣ が作られると考えられる｡ こ の ｢ かかわりの 基

本｣ こ そ が教師と子どもの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を深化させ て い く とい う こ と もで きよう ｡ 教師は教育

( 保育) 的かかわりを通して 子ども の 学習や 発達や人間関係な どを支援する専門家で ある｡
(5 )

とすれば, 教師が深く子どもの 話に耳を傾け, そ の 子自身を聴く こ とがで きるか どうかば, 子どもとの

心理 的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を密に し, 子どもとの かかわりをさらに深めて いくための 大きな力に なると考

えられる ｡
( 6)
こ の ｢ 聴く力｣ は教師に求められる大切な専門性の

一 つ に数えるこ とができると言える｡

本研究は以上 の ような視点か ら, ｢聴く力｣ を教師の 専門性の
一

つ と位置づ けた上 で ,
まず は, 教師

自身が ｢ 聴く力｣ と して どの ような内容の も の を大切で あると考えて い るかを教師自身に 問う こ とを通

して 教師の と らえる ｢ 聴く力｣ の 内容に つ い て 検討 して みた い ｡

なお, 教師の ｢ 聴く力｣ は親 ( 保護者) と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン , 連携 にと っ て も, また, 同僚教師

との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ･ 連携にと っ て も重要な意味を有し, こ う した人たち の 話しを ｢聴く力｣ は,

究極的に は, 子どもの 学習や発達や人間関係の ため の よりよ い 人間環境づ くり, 教育 (保育) ･ 発達支

援の ための 基盤づ く りに大きく つ ながると い う意味で も大切な こ とで あろうと考えられる｡
(7 )

今回の 報告に おい て は, 子どもとの コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に おける教師の ｢ 聴く力｣ に つ い て 検討する｡

教師が親 ( 保護者) および同僚教師の 話しを聴くとき に大切ととらえた ｢ 聴く力｣ の 内容に つ い て の検

討結果に つ い て は, 紙幅の 関係で 今回は割愛し, 今後, 順次報告して い く こ と にする｡

Ⅱ 方法

1 . 調査の方法お よび手続き

(1) 調査票に つ いて

本研究で用 い た調査用紙 ( A 4 版 3 ペ
ー ジ) は論文末尾に掲げて ある通りで ある ｡

調査票は教師の ｢ 聴く力｣ を構成する ある い はそれ と関係が深い と思われる内容を, 幼児児童生徒の

話しを聴く場合, 親 ( 保護者) の 話しを聴く場合, 同僚教師の 話しを聴く場合の それぞ れ に つ い て , 調

査協力者各個人の 目で見て大切で あると考える もの を選択肢の 中か ら自由に選ん で もらう ( 複数回答可)

と い う方式をと っ た｡

(2) 調査票作成過程

はじめに
, 小学校 ･ 中学校 ･ 高等学校等に現在勤務して い る現職教員数名の 人の 協力を得, 幼児児童

生徒, 鶴 ( 保護者) , 同僚教師の 話しを聴くさ い 自身が大切で あると思う事柄を自由に記述して もら っ

た｡ そ れ らを参考に , 筆者が大切と考えて い る事柄も加え て整理 し, そ れ ぞれ 1 1 -

1 2 の 選択肢からな

る 3 つ の 質問群を作成した｡ こ うして作成した調査票を上述の 現職教員と ,
さ らに数名の 別の 現職教員

に 回答して もらい , 表現法, 表記法等に おい て修正が必要で あろう との 指摘が あ っ た点に つ い て 筆者が

再検討し, 整理 しなおした｡ そ の ように して 最終的に作られ たもの が論文末尾にかか げられて い る調査

票で ある ｡

2 . 調査の 手続き

(1) 調査協力者

調査 の 趣旨に賛同して くれた A 県内の 幼稚園, 小学校, 中学校, 高等学校, 特別支援学校に勤務す

る計 2 3 8 名 の 教員で ある ｡ 内訳は T a bl e .
1 に掲げられて あるとおりで ある｡

- 21 8 一



幼児児童生徒との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン および教育 (保育)

･ 発達支援の基盤として の教師の ｢聴く力｣ に つ いて

T a b l e l . 調査協力者の 人数と教職経験年数

10 年未満 1 0 年以上20 年未満 20 年以上 計

幼 稚 囲 1 7 名 1 4 名 0 名 3 1 名

小 学 校 20 名 3 1 名 2 名 5 3 名

中 学 校 21 名 1 4 名 1 7 名 5 2 名

高 等 学 校 3 7 名 3 名 2 名 4 2 名

特別支援学校 19 名 2 6 名 1 5 名 6 0 名

計 1 14 名 8 8 名 3 6 名 23 8 名

( 2) 調査の 手続き

上 記の調査協力者に調査の 趣旨を記した調査依頼文と調査票からなる調査用紙を配布し回答してもら っ た ｡

(3) 調査時期

2 0 0 7 年 7 月上旬 - 同年 1 0 月中旬

3
. 調査結果の 整理 (集計と分析) 方法

各質問項目に つ き, 調査協力者の 現在の 勤務校種別 , 教職経験年数別 に, 選択された 項目 ( 選択肢)

の 度数と比率とを算出し, 校種 ･ 勤務年数の 違い に よ っ て ｢聴く力｣ として大切で ある ととらえられて

い る内容 に差が あるの か どうかを検討した ｡ こ れ ら 2 つ の 要因は教師の ｢ 聴く力｣ の と らえ方に 関係が

深 い の で は な い か との 筆者 の 仮説があ っ たか らで ある

今回の報告は紙幅の 都合上, ｢質問グル ー プ 1｣ ( 幼児児童 生徒の 話を聴く場合) に つ い て の 回答結果

の みに つ い て 報告す る｡ ｢ 質問グル
ー プ 2｣ ( 保護者 の 話を聴く場合) と ｢ 質問グル

ー プ 3｣ ( 同僚教師の

話を聴く場合) に つ い て の 分析結果に つ い て は今後, 機会を得て , 順次報告 して い く予定で ある｡

Ⅲ 結果

1 . 回答者全体の 回答傾向

教師が幼児児童 生徒 の 話を聴くとき に大切で あ ると考える こ とと して 回答した 結果 は T a bl e . 2 に掲

げられて い るとお りで ある｡

T a bl e 2 . 勤務校種別にみた回答結果 (｢ 質問グ ル
ー プ1｣ )

幼 ( n - 3 1) 小 ( n - 5 3) 中 ( n - 5 2) 高 ( n - 4 2) 特支 (n - 6 0) 全体 ( n - 2 3 8)

1 l l ( 3 5 . 5) 3 0 ( 5 6 .6) 2 5 ( 4 8 .1) 2 8 ( 6 6 . 7) 3 2 ( 5 3 .3) 1 2 6 ( 5 2 .9)

2 2 8 ( 9 0 .0 ) 3 7 ( 7 0 .0) 3 7 ( 7 1 .9) 2 8 ( 6 6 . 7) 5 1 ( 8 5 .0) 1 8 1 ( 7 6 .1)

3 2 6 ( 8 3 .9 ) 4 0 ( 7 5 .5) 4 1 ( 7 8 .8) 3 1 ( 7 3 . 8) 5 4 ( 9 0 .0) 1 9 2 ( 8 0 .7)

4 1 8 ( 5 8 .1 ) 3 3 ( 6 2 .3) 3 9 ( 7 5 .0) 2 3 ( 5 4 .8) 4 5 ( 7 5 .0) 1 5 8 ( 6 6 .4)

5 2 5 ( 8 0 .6 ) 3 6 ( 6 7 . 9) 3 5 ( 6 7 .3) 3 1 ( 7 3 . 8) 4 8 ( 8 0 .0) 1 7 5 ( 7 3 .5)

6 1 8 ( 5 8 .1 ) 1 9 ( 3 5 . 8) 2 6 ( 5 0 .0) 2 3 ( 5 4 .8) 3 7 ( 6 1 .7) 1 2 3 ( 5 1 .7)

7 l l ( 3 5 .5 ) 2 3 ( 4 3 .4 ) 2 9 ( 5 5 .8) 2 2 ( 5 2 .4 ) 3 2 ( 5 3 .3) 1 1 7 ( 4 9 .2)

8 1 9 ( 6 1 .3 ) 2 2 ( 4 1 . 5) 2 1 ( 4 0 .4) 2 2 ( 5 2 .4 ) 3 2 ( 5 3 .3 ) 1 1 6 ( 4 8 .7)

9 1 9 ( 6 1 .3 ) 2 6 ( 4 9 . 1) 2 7 ( 5 1 .9) 2 2 ( 5 2 .4 ) 4 1 ( 6 8 .3 ) 1 3 5 ( 5 6 .7)

1 0 8 ( 2 5 .8) 3 2 ( 6 0 .4 ) 2 9 ( 5 5 .8) 2 3 ( 5 4 .8) 3 3 ( 5 5 .0 ) 1 2 5 ( 5 2 .5)

Eq l l (3 5 .5) 1 3 ( 2 4 . 5) 1 5 ( 2 8 .8) 1 9 ( 4 5 .2) 2 3 ( 3 8 .3 ) 8 1 ( 3 4 .0)

1 2 2 ( 6 .5) 6 (l l . 3) 6 (l l .5) 1 (2 .4 ) 4 (6 . 7) 1 9 ( 8 .0)

( 荏) 表中の ( ) 内の 数字は パ
ー

セ ン トを示す ｡
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調査 票に最初から選択肢として具体的に記されてい た項目 ( 論文末尾に掲げられて い る調査票参照) の選

択比 率をみると, 8 0 . 7 パ
ー

セ ン トから 3 4 . 0 パ ー

セ ン ト ( ｢ そ の 他｣ は 8 . 0 パ
ー セ ン ト) にまで広が っ て いる｡

最も高い比率で選択された項目は ｢3 . 視線を合わせる, うなずく, 相槌を打つ な ど, 子 どもの話に関心 を

持 っ て 聴いて い る ことを態度で示しながら聴く｣ で ,
8 0 .7 パ

ー

セ ン トの 人た ちがこ の こ とを大切なこととして

とらえて い る ことがわかる｡ 逆 に , 最も低率だ っ た項目は ｢ 1 1 . 子どもの 話しをよく聴い て いる他の教師の 聴

き方から学ぶ｣ で 3 4 .0 パ ー セ ン トで あ っ た｡

選択率の 高か っ た 順に みて みると , 第 2 位ほ ｢2 . 耳 で聴く だ けで なく , 表情や動作に も目を向けな

が ら
, 子 ども の 思 い を し っ かりと受けとめ られる ように して聴く｣ で , 回答者全体の 7 6 . 1 パ

ー セ ン ト

の 人たち に よ っ て 選択され て い た ｡ 第 3 位は ｢ 5 . 子どもが話しやす い 雰囲気 ( 表情や言葉な ど) や関

係づ くり を普段か ら心 が けて い る｣ で , 回答者全体の 7 3 . 5 パ ー セ ン ト の 人た ちに よ っ て選択さ れて い

た｡ 以 下, 第 4 位が ｢ 4 . 子どもの 訴え ( た とえば, 友人との トラ ブル や 自分自身の 学習や ,
生活上 の

悩みな ど) を前後の 状況 を把握しなが ら客観的に理 解する よう に努める｣ で ,
6 6 . 4 パ ー セ ン ト

,
第 5

位が ｢ 9 . 家庭と の 連絡を普段か ら密に し, 家庭で の 様子も頑に入 れて 話しを聴く｣ で ,
5 6 . 7 パ

ー

セ ン

トで あ っ た
｡ ｢ 1 . 時間 に ゆとり を持 っ て聴く｣ ｢ 1 0 . 本人 の 了解なしに 話の 内容を 口外 しな い｣ ｢ 6 . 子

どもの 話が途中で 滞 っ たとき
,
急かさずに 待 つ こ とがで きる｣ の 3 項目がさ らにそ の 次に続き, 選択率

はそ れ ぞ れ, 回答者全体の 5 2 .9 パ ー セ ン ト
,
52 .5 パ

ー セ ン ト
,
5 1 . 7 パ

ー セ ン トで あ っ た｡

以上掲げた項目は回答者全体 の 5 0 パ ー セ ン ト以上 の 人た ちが選択した 項目で ある ｡ 次 に掲げる項目

はす べ て 5 0 パ ー セ ン ト未満の 選択率の 項目で ある｡ 選択率の 最も低か っ たも の は (｢ 1 2 . そ の他｣ を除

く) , ｢ 1 1 . 子 ども の 話をよく聴 い て い る他の 教師の 聴き方から学ぶ｣ で 3 4 .0 パ ー セ ン ト｡ 回答者中,

三人に 一

人に よ っ て しか選ばれ て い な い と い う結果で あ っ た｡ 以下, 選択率 の 低い 順に挙げると, 次が

｢8 . 自分の 価値基準で 判断を下さな い｣ ｢ 7 . 話しを聴く場所とタイ ミ ン グを慎重に考える｣ で , そ れぞ

れ
,
4 8 . 7 パ ー セ ン ト, 4 9 .2 パ ー

セ ン トとな っ て い た ｡ なお, ｢1 2 . そ の 他｣ に つ い て具体的に挙げられ

て い た回答内容を示すと T a b l c . 3 の ようで あ っ た｡

T a bl e 3 . そ の 他の 内容 (｢ 質問グル ー プ 1 ｣ )

幼 稚 園

子どもが話した いと思うタイ ミ ングを逃す ことなく, 子 どもの気持ちを理解し, 共感しながら, そ

の 子の立場にな つ て 話しを聴く○ (1 0 年未満群)

どうして も手が離せなか つ た りしたとき, ｢ 待 つ て ね｣ と言 つ たら, 必ず約束を果たし, ｢ お待たせ｣

と本人に待 つ てもら つ た感謝の気持ちをあらわして , 話 しをきく○ (10 年以上2 0 年未満群)

小 学 校

すぐに対応する○
一

人ず つ聴く○ 良くな い こと でも正直に話 したら, その こ とを認めて あげる姿

勢をもつ ○ 話しをするのが苦手な子, 気持ちと言葉が裏腹な子には, 普段の 様子を見て , そ の子

がどのような子なのかをよく把握したりし, こ ちらから言葉がけをしたりする○ 子どもの話しを否

定せず, まず受け入れる こと○ (10 年未満群)

いくらその 子の考えが間違い で あ つ て も途中で 口を挟まず , 最後まで聴く○ 子どもが途中で黙 つ

て しま つ た時, 話 しやす い よう, さ りげなく, 話 しやすい話題の方を振 つ て いくo 話したくな い様

子が見えたときは, 少 し時間をおい て みる○ (1 0 年 - 2 0 年未満群)

中 学 校

問題内容 . 状況等に応じて , 迅速 . 必要な対処法を考える○ (1 0 年未満群)

事前に情報を集めて おく○ 生徒がうまく話せな いとき,
一

緒に整理する話しかけも大切○ (1 0
-

2 0 年未満群)

生徒がうまく伝えられない ときは
,
そ の子 にあ つ た支援も加えて サポ

ー トす る○ 生徒が話した い夕

イ ミ ングを見 つ け, すばやく聴くことが大切○ 聴く側の心が落ち着い てゆ つ た りして い る こ とが大

切○ ( 20 年以上群)

高 等 学 校 自分の気持ちに ゆと りを持 つ こ と○ (1 0 年未満群)

特別支援学校

す ぐ説教調に ならな い よう気を つ ける○ (1 0 年未満群)

子どもと話すとき , し や が ん で , 目の 高さ を合わせ る○ 子 どもと の 距離間を適切に取る (香

り添う関係) こ と の 大切さを最も強く感じさせ られ て い る○ (10 年 - 2 0 年未満群)

途中で自分の考えを押し付けな い こ と○ (2 0 年以上群)
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幼児児童生徒との コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ンおよび教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢ 聴く力｣ につ い て

2 . 勤務校種別 に見た回答傾向

(1) 幼稚園教員の 場合

最も多く の 回答者が大切で ある と して 選んだ項目は ｢2 . 耳 で聴く だけで なく , 表情や動作に も目を

向けなが ら , 子 どもの 思 い をし っ かりと受けとめられ る ように して 聴く｣ で ,
9 0 パ ー セ ン ト の 回答者

によ っ て 選ばれ て い た ｡ 第 2 位は ｢3 .視線を合わせ る , うなずく , 相槌を打つ な ど, 子 ども の 話に関心

を持 っ て聴 い て い る こ と を態度で 示しなが ら聴く｣ で, 8 3 .9 パ
ー

セ ン ト の 回答者 に よ っ て 選ばれて い

た ｡ 以下, 上位 5 位まで を挙げると , ｢ 5 . 子どもが話しや す い 雰囲気 ( 表情や言葉づ か い な ど) や関係

づ くりを普段か ら心がけて い る｣ ( 8 0 .6 パ ー セ ン ト) , ｢ 8 . 自分 の 価値基準で 判断を下さない｣ ( 6 1 .3 パ ー

セ ン ト) , ｢ 9 . 家庭との 連絡を普段か ら密に し , 家庭で の 様子も頑に 入れ て話 しを聴く｣ ( 6 1 .3 パ ー

セ

ン ト) で あ っ た｡ なお, ｢ 4 . 子どもの 訴え ( たとえば, 友人と の トラ ブル や自分自身の 学習や生 活の 悩

みな ど) を前後の状況を把握 しながら客観的に理解するように 努め る｣ ｢6 . 子 どもの 話が途中で滞 っ た

とき
,
急かさず に待 つ こ とが でき る｣ な ども, それ ぞ れ 5 0 パ ー セ ン トを超える回答者 ( 5 8 . 1 パ ー セ ン

ト) によ っ て大切な こ とと して選ばれて い た｡

一

方, 回答者から大切で あるとして選ばれたもの うち, 比率の 低か っ たもの に 目を向けて みると, 最

も比率の 低か っ た項目は ｢ 1 0 . 本人 の 了解な しに話の 内容を口外 しな い｣ ( 2 5 .8 パ ー セ ン ト) で あり,

｢ 1 . 時間にゆ とりを持 っ て 聴く｣ ( 3 5 . 5 パ
ー セ ン ト) , ｢ 7 . 話しを聴く場所とタイ ミ ン グを慎重に考え

る｣ ( 3 5 . 5 パ
ー セ ン ト) , ｢ 1 1 . 子 どもの 話をよく聴 い て い る他 の 教師の 聴き方から学ぶ｣ ( 3 5 .5 パ

ー セ

ン ト) の 3 項目が こ れに続 い て い た ｡

(2) 小学校

最も高率で 選ばれ た項目は ｢3 . 視線を合わせる , う なず く, 相槌を打つ な ど, 子 ども の 話に関心 を

持 っ て 聴い て い る こ とを態度で 示しなが ら聴く｣ ( 7 5 . 5 パ
ー セ ン ト) で , 第 2 位が ｢2 . 耳 で聴く だけ

で なく, 表情や動作に も目を向けながら, 子 どもの 思 い をし っ かりと受けとめ られるように して聴く｣

( 7 0 .0 パ ー セ ン ト) で あ っ た｡ 以下, 第 5 位まで 挙げると , ｢5 . 子どもが話しや す い 雰囲気 ( 表情や言

葉づ か い な ど) や関係作りを普段から心 がけて い る｣ ( 6 7 . 9 パ ー

セ ン ト) ｢4 . 子 どもの 訴え ( たとえば,

友人との トラ ブル や 自分白身の 学習や生活上 の 悩みな ど) を前後の 状況 を把握しながら客観的に理解す

るように努める｣ ( 6 2 .3 パ ー セ ン ト) ｢1 0 . 本人 の 了解なしに話の 内容を口外しない｣ ( 6 0 . 4 パ
ー セ ン ト)

とな っ て い る ｡

反対 に , 選ばれた比率の 低 い (5 0 パ ー セ ン ト未満) 項目も多くある こ とが目立 つ ｡ そ の う ち最も低

い もの か ら順に挙げて みると ｢ 1 1 . 子 どもの 話をよく聴い て い る他の教師の 聴き方か ら学ぶ｣ ( 2 4 . 5 パ
ー

セ ン ト) ｢ 6 . 子 どもの 話が途中で 滞 っ たとき , 急かさず に待 つ こ とがで きる｣ (3 5 .8 パ ー セ ン ト) ｢ 8 .

自分 の 価値基準で 判断を下さな い｣ ( 4 1 . 5 パ
ー セ ン ト) ｢ 7 . 話しを聴く場所とタイ ミ ン グを慎重 に考え

る｣ ( 4 3 .4 パ
ー

セ ン ト) ｢9 . 家庭と の 連絡を普段か ら密に し, 家庭で の 様子も頭に入 れて 話しを聴く｣

( 4 9 . 1 パ
ー セ ン ト) とな っ て い た ｡

(3) 中学校

最も多くの 回答者か ら大切で あると して 選ばれた の が ｢3 . 視線を合わせる , う なずく, 相槌を打っ

な ど, 子 ども の 話に関心 を持 っ て 聴い て い る こ とを態度で 示しながら聴く｣ (7 8 .8 パ ー

セ ン ト) で あ っ

た ｡ 以下, ｢ 4 . 子 どもの 訴え ( た とえ ば, 友人との トラ ブル や自分自身の 学習や生活上 の 悩みな ど) を

前後の 状況 を把握しな がら客観的に理 解す る ように努め る｣ ( 7 5 .0 パ
ー セ ン ト) ｢ 2 . 耳 で 聴くだ けで な

く , 表情や動作 に も目を 向けなが ら, 子 ども の 思 い をし っ か り と受 けとめ られる よ うに して 聴く｣

( 7 1 . 9 パ - セ ン ト) ｢ 5 . 子 どもが話しやす い 雰囲気 ( 表情や言葉づ か い な ど) や 関係作りを普段か ら心

が けて い る｣ ( 6 7 .3 パ ー セ ン ト) ｢ 7 . 話しを聴く場所とタイ ミ ン グを慎重 に考える｣ ( 5 5 . 8 パ
ー

セ ン ト)
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栗 原 輝 雄

｢1 0 . 本人 の 了解な しに話の 内容を 口外しな い｣ (5 5 .8 パ ー セ ン ト) の 順 にな っ て い た ｡

一

方, 回答者の 選択率 の 低 い ( 5 0 パ ー セ ン ト未満) 項目もい く つ か ある｡ こ れら の うち, 最も低 い

選択率をしめ した の が ｢ 1 1 . 子 ども の 話をよく聴 い て い る他の 教師の聴き方か ら学ぶ｣ で 2 8 . 8 パ
ー セ

ン トで あ っ た ｡ 以 下, 低 い も の か ら挙 げて みると ｢ 8 . 自分の 価値基準で 判断を下さな い｣ ( 4 0 . 4 パ
ー

セ ン ト) ｢ 1 . 時間 に ゆとりを持 っ て 聴く｣ ( 4 8 . 1 パ ー セ ン ト) とな っ て い た ｡

(4) 高等学校

最も多く の 回答者が選択 した項目は ｢ 3 . 視線を合わせる, うなずく , 相槌を打 つ な ど, 子 どもの 話

に 関心を持 っ て聴 い て い る こ とを態度で 示しなが ら聴く｣ と ｢ 5 . 子 どもが話しやす い 雰囲気 ( 表情や

言葉 づ か い な ど) や 関係作りを普段か ら心 がけて い る｣ の 各 7 3 . 8 パ ー セ ン トで あ っ た｡ 以下, 上位 5

位ま で あげる と ｢ 1 . 時間に ゆ とりを持 っ て 聴く｣ ( 6 6 . 7 パ ー セ ン ト) ｢ 2 . 耳 で聴く だけで なく , 表情

や動作に も目を向けなが ら, 子 ども の 思 い を し っ か りと受けとめられ るよう に して 聴く｣ (6 6 . 7 パ
ー セ

ン ト) ｢ 4 . 子どもの 訴え ( たとえ ば, 友人との トラ ブル や自分自身の 学習や生活上 の 悩み な ど) を前後

の 状況 を把握しながら客観的に理解す るように努める｣ ( 5 4 . 8 パ
ー

セ ン ト) ｢ 6 ; 子どもの話が途中で滞 っ

た とき, 急かさず に待 つ こ とがで き る｣ ( 5 4 .8 パ ー セ ン ト) とな っ て い る｡

高等学校教員の 回答に は 5 0 パ
ー

セ ン ト以下の選択率の もの は 1 項目しかなか っ た (｢ 1 1 . 子どもの 話を

よく聴い て い る他の 教師の 聴き方から学ぶ｣ 4 5 . 2 パ ー セ ン ト) ｡ 前記 の 5 項目以外の もの はいずれも 5 0 パ
ー

セ ン ト以上 の 選択率を示して い る｡ 高等学校教員の 場合,
調査票に呈示された項目の 中の 多く の項目に つ

い て 幅広く目が向けられて おり, 広 い 視点で生 徒と向き合 っ て い る姿が示されて い るようで ある｡

(5) 特別支援学校

幼稚園教員の 回答結果と同様, 大切と考えて いる項目の
一

部が特に高い 比率で選ばれて い る｡

｢ 3 . 視線を合わせる, うなずく , 相槌を打つ など, 子どもの 諸に関心 を持 っ て 聞いて い る ことを態度

で示しながら聴く｣ ( 9 0 . 0 パ
ー セ ン ト) ｢ 2 . 耳で聴くだ けでなく , 表情や動作にも目を向けながら, 子ども

の 思 い をし っ かりと受 けとめられる よう にして聴く｣ ( 8 5 . 0 / t
o

- セ ン ト) ｢ 5 . 子 どもが話しやす い雰囲気

( 表情や言葉づか い など) や関係作りを普段から心がけて い る｣ 8 0 . 0 パ ー セ ン ト) な どがそ れで ある｡

もう
一

つ の 傾向と して , 高等学校教員の 回答結果同様,
1 つ の 項目を除く他 の す べ て の 項目に つ き回

答者 の 半数以上 が ｢大切 で ある｣ と回答して おり, 子どもの 話を聴く に あた り, そ の ポイ ン トを多く の

観点から幅広く と らえ て い る傾向の ある こ とがうかがえる｡ 選択率が 3 8 .3 パ ー セ ン トで , こ れ の みが

50 パ ー セ ン ト以下に な っ た の は, 小学校, 中学校, 高等学校と同様 ｢ 3 . 子 どもの 話をよく聴い て い る

他の 教師の 聞き方から学ぶ｣ で あ っ た ｡ ( 幼稚園教員の 場合も選択率 は 5 0 パ ー セ ン ト未満で ,
同様に低

い 選択率で あ っ たが, 順位として は最下位か ら 2 番目とな っ て い た｡ )

3 . 教職経験年数別 に見た結果

回答結果を教職経験年数別に見た ら どうなるで あろうか ｡ 今回の 集計に お い て は回答者の 教職経験年

数を ｢ 1 0 年未満群｣ ｢ 1 0 年以上 2 0 年未満群｣ ｢ 2 0 年以上群｣ の 3 群に分 けて み た ｡ 言 っ て みれ ば, ｢ 1 0

年未満群｣ は教職経験 の ま だ比較的浅 い 人たち, ｢ 1 0 年以 上 2 0 年未満群｣ は教職歴 として は相当年数

を経験した中堅 グル
ー

プ の 人た ち, そ して ｢2 0 年以上群｣ は教職経験 がさら に長く , 豊 富な経験と知

識とを蓄積して い る , 言わ ばベ テ ラ ン教師群と見て よい で あろう ｡ 個人差はも ちろん あ っ て ,

一 概 に は

言えな い で あろ うが
,
こ の 三群 の 回答結果を比較検討する こ とで , 教職経験年数の 長短が, 幼児児童生

徒と の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 重要基盤 と考えられる ｢ 聴く力｣ の と らえ方に どの ように影響するも の な

の か, 言 い かえれば, 教師が幼児児童生徒と コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン をはかり, 教育 ( 保育) ･ 発達支援を

行う に あたり, 子 どもと の かかわ りの 長さ ･ 深さ は どの ような こ とを ｢ 聴く力｣ の 大切な内容とと らえ
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幼児児童生徒との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ンおよび教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢ 聴く力｣ に つ い て

T a bl e 4 . 教職経験年数別に みた結果 (｢ 質問グル ー プ1｣ )

1 0 年未満 ( n - 1 1 4) 1 0 年以上20 年未満 ( n - 8 8) 2 0 年以 上 ( n - 3 6)

1 5 9 ( 5 1 .6 ) 4 7 ( 5 3 .4) 2 0 ( 5 5 .6)

2 8 1 ( 7 1 . 1) 6 7 ( 7 6 .1) 3 3 ( 9 1 .7)

3 8 9 ( 7 8 . 1) 7 1 ( 8 0 . 7) 3 4 ( 9 4 .4 )

4 6 9 ( 6 0 . 5) 5 7 ( 6 4 .8) 3 2 ( 8 8 .9)

5 9 6 ( 8 4 .2) 6 1 ( 6 9 .3) 3 3 ( 9 1 .7)

6 5 6 ( 4 9 .1) 4 2 (4 7 . 7) 2 5 ( 6 9 .4 )

7 4 9 ( 4 3 .0) 3 8 (4 3 .2) 3 0 ( 8 3 .3)

8 5 7 ( 5 0 .0) 3 8 (4 3 .2) 2 1 ( 5 8 .3)

9 5 9 ( 5 1 .6) 5 1 ( 5 8 .0) 2 5 ( 6 9 .4 )

1 0 7 3 ( 6 4 .0) 4 7 ( 5 3 .4) 2 5 ( 6 9 .4 )

Eq 3 7 ( 3 2 .5) 2 8 ( 3 1 .4) 1 6 ( 4 4 .4 )

1 2 7 ( 6 .1) 8 (9 .1) 4 (l l .1 )

(荏) 左側 の 列の 数字 は項目番号を, ( ) 内の 数字 はパ ー セ ン トを 示す ｡

させ る か
,
と い う点を知る契機となる の で はない かと考えられる｡ 各項目に つ い て の 上記三群の 選択率

状況 を示す と T a b l e . 4 の ようで ある｡

(1) 三群間で の 各項 目の 選択率に つ い ての 全体的比較

｢ 1 0 年未満群｣ ｢ 1 0 年以上 2 0 年未満群｣ ｢ 2 0 年以上群｣ の そ れぞ れに お い て , 子 ども の 話を聴くと

き に大切で あると思われる こ ととして 上位 5 位まで に選ばれ た項目を挙げて みる と, 三群 い ずれ の 場合

に おい て も, ｢2 . 耳 で 聞く だけで なく , 表情や動作 に も目を向けながら, 子どもの 思 い を し っ かりと受

けとめ られ るよう に して 聴く｣ ｢ 3 . 視線を合わせ る, う なずく , 相槌を打 つ な ど, 子 どもの 話に 関心を

持 っ て 聴い て い る こ と を態度で示しなが ら聴く｣ ｢ 4 . 子どもの 訴え ( たとえば , 友人との トラブル や自

分自身の 学習や生 活上 の 悩みなど) を前後の 状況を把握しなが ら客観的に理 解する ように努める｣ ｢ 5 .

子どもが話 しやす い 雰囲気 ( 表情や言葉づ か い な ど) や関係作りを普段か ら心が けて い る｣ , の 4 項目

が共通 して 入 っ て い る｡ 回答して くれて 教師の 多くが , 教職経験年数の 長さ の 如何に かかわらず, 子ど

もと話すとき は, 以 上 の 4 項目に着目して い る こ とを上述の 結果は示して い る ｡

前記 , 勤務校種 別に見た結果 ( T a b l e 2 . 参照) と対照させて みると , 少なく とも ,
｢ 項目 2｣ ｢ 項目 3｣

｢項目 5｣ は, 勤務校種 の 違 い を超 え, 教職経験年数の 長短 を超えて , 教師が子 どもの 話 しを聴くさ い

大切な事柄と して教師た ちに共通して 受けとめ られて い ると い う こ とがで きる ｡

(2) 各項 目の 選択率に つ い て の 三群間で の 個別比較

上記 の 4 項目, すなわち, 項目番号 2 ･ 3 ･ 4 ･ 5 の 選択率を ｢ 1 0 年未満群｣ ( 以下 ,
A 群と呼ぶ) ｢ 1 0

年以上 2 0 年未満群｣ ( 以下 ,
B 群と呼ぶ) ｢ 2 0 年以上群｣ ( 以 下,

C 群と呼ぶ) の 3 群間で比較して み る

と, ｢ 項目 2｣ で は C 群が A 群 ･ B 群 に比 べ 有意に選択率は高く, A ･ B < C と い う関係にな っ て い た ｡

( A 群 : c 群 - Ⅹ 自乗値 - 6 . 3 7 4 , P < .
0 2 / B 群 : c 群 - Ⅹ 自乗値 -

3 .9 4 8 , P < . 0 5) ｢ 項目3 ｣ ｢ 項目 4｣

にお い て も, C 群が A 群 ･ B 群 に比 べ 項目選択率は有意に高く, A 群 ･ B 群 < c 群と い う関係にな っ て

い た ｡ ( ｢ 項目 3｣ の 場合,
A 群 : c 群 - Ⅹ 自乗値 - 4

.9 6 3 , P < . 0 2 5
,
｢ 項目 4｣ の場合, A 群 : c 群 - Ⅹ

自乗値 - 1 0 . 0 1
,
P <

. 0 0 5) ｢ 項目 5｣ にお い て は, B 群 < A 群 ･ C 群 ( A 群 : B 群 - x 自乗値 - 7 .8 5 0
,

P <
.
0 1 / B 群 : c 群 - Ⅹ 自乗値 - 8 .6 0

,
P < .0 0 5) と い う関係にな っ て い た｡

こ れ ら 4 項目に つ い て の 3 群間の 比較を通して ほ ぼ共通に い える こ とは, ほ とん どの項目にお い て C

群 の 選択率が他 の 2 群 に比 べ 有意に高か っ たと言う こ とで ある｡ (｢ 項目 5｣ に つ い て は A 群と C 群と

の 間に有意な差は見られな か っ た が
,
A 群よりも C 群 の選択率が高 い 傾向は見られる ｡) こ れら の 結果
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から見 る限り, 上 記 4 項目に つ い て は教職経験年数の 長い 教師群の 方が こ れ らの 項目に掲げられて い る

内容を, 子 ども の 話を聴くさ い に は大切 な事柄として注目して い ると い う様子を示 して い ると い う こ と

で あろう｡

上記以外 の項目に つ い て ,
3 群間の 選択率を比較して み た と こ ろ, 以下の ようで あ っ た｡

｢ 項目 1｣ ･ ･ ･ A ･ B ･ C ( 3 群間で 有意差 なし｡)

｢ 項目 6｣ ･ ･ ･ A ･ B < C ( A ･ B 両群に比 べ ,
C 群が有意 に高い ｡) ( A : C - Ⅹ 自乗値 - 4 .8 5

,
P <

.
0 5

/ B : C - Ⅹ 自乗値 - 4 . 5 5
,
P <

.
0 5)

｢ 項目 7｣ ･ ･ ･ A ･ B < C ( A ･ B 両群に比 べ C 群が有意に高い ｡ ( A : C - Ⅹ 自乗値 - 1 7 .8 6
,
P

.
0 0 1)

｢ 項目 8｣ ｢ 項目 9｣ ｢ 項目 10 ｣ ｢ 項目 1 1｣ ･ ･ ･ A ･ B ･ C ( A 群 ･ B 群 ･ C 群間で有意差な し｡

なお, 全体と して 三群それ ぞ れの 各項目に つ い て の 選択率を見 ると ,
以下 の 3 点 の 特徴がある こ とが

読み取れる｡

① c 群は ｢項目 1 1｣ を除く他の 1 0 項目に おい て ,
50 パ ー セ ン トを超 える選択率を示 して い るの に

対 し, 他 の 2 群で は ｢ 項 H
E] 1 1｣ 以外の 他の 項目の 中に も 5 0 パ

ー

セ ン トを下回る項目も含まれて

い て , こ の こ とから見る と , 回答者 の 半数以上 が大切で ある と して選ん だ項目は C 群に お い て

最も幅広 い 内容を含ん で い る｡

② ｢ 項目 1 1｣ に つ い て は ,
3 群間で 選択率に有意な差は ない もの の ,

3 群す べ て に おい て最も低 い

選択率とな っ て い る ｡

③ ｢ 項目 1 1｣ に つ い て 言えば , ②で述 べ た特徴は あるもの の , 最も教職経験年数 の 長い グル ー プ

で ある C 群 の 選択率は他の 2 群に比 べ 高い 傾向が見られる｡

Ⅳ 考察

1 . 調査結果に つ いて

( 1) 回答者全体及び勤務校種別 の 回答傾向に つ いて

教師が子 どもの 話を聴く ときに大切で ある と考えるもの として , ｢ 項目 2｣ ｢ 項目3｣ ｢項目 4｣ ｢項目 5｣

｢ 項目 9｣( 各項目の 内容に つ い て ほ , 論文末尾の 調査票を参照 ｡ 以下同様) が回答者全体の 回答中, 上

位 5 位に含まれ て い た ｡ そ して ,
こ の うち

,
｢ 項目 2｣ ｢ 項目 3｣ ｢ 項目 5｣ は ど の 校種に お い て も上位

4 - 5 位 に ラ ン クさ れて おり, 中で も, 幼稚園, 特別支援学校 に勤務して い る教師に お い て ,
より高い

比率で選択されて い た ｡

こ の こ とば
, 回答して くれ た現職教員の 多くが , 子どもの 話を聴くとき に大切な こ と として ｢ 言わば

自身の 身を屈め , 子どもと同じ目線 に立 っ て
, 子どもの 目に見えるかた ちの 応答を しなが ら, 子 どもが

話しやす い 雰囲気 の 中で , 子 どもの 言葉だ けで なく ,
そ の 『語り』 全体 を丸 ごと受 けと めようとす る,

子どもとの 向き合い 方｣ をあげて い ると考える こ とがで きる ｡ こ う した向き合 い 方 ( 聴き方) は , 特に

幼稚園教員 ･ 特別支援学校教員に お い て より顕著に見られるようで あ っ た
｡
こ の 点に つ い て, 本調査 に

協力してく れた 一

部現職教員に コ メ ン トを求めたと こ ろ ,
｢ 基本的に そ の 子を理 解しようとする ならば,

そ の よう にする こ と ( 上述の ｢ 身を屈め ･ ･ ･

｣ と い う子どもとの 向き合い万一筆者注) が自然で あり,

相手との 信頼関係を聴く態度 に よ っ て形作ろうとして い る の だ と考え られ｣ る｡ ｢ そ れは年齢, 学年に

関係の ない 人と人と の 向き合う姿勢の よう に感じ｣ る ,
と記 して くれ た人が い る ｡ 確かに ,

こ の コ メ ン

トをくれ た人の い うと おり
, 先に まと めた こ とは , 幼稚園や 特別支援学校に在園 ･ 在籍す る子 どもた ち

と教師との かかわり に限 らず ,
す べ て の 人との かか わりに おい て の 基本姿勢で あろ う｡

で は, なぜ ,
幼稚園 ･ 特別支援学校の 教員は ｢ 言わば自身の 身を屈め ･ ･ ･ ｣ と い う点に特に重 きを

お い た回答を した の で あろう か｡ そ れ は , 幼児に して も特別支援学校に 在籍す る子 どもた ち に して も

ー 2 24 -



幼児児童生徒との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンおよび教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢ 聴く力｣ に つ い て

( 幼児の 場合は , 言葉に よ っ て 自分の 感情や考えを周囲の 大人 に伝える こ とがまだ うま くで き なか っ た

りす る こ とば
,
あ る意味で は普通の こ とで あろうし, また ,

た とえ ば, 発達障害があ っ た り知的障害や

そ の 他の 障害があ っ て 特別な支援を必要と して い る子 どもの 中に は , 言葉に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が

苦手な子も少なくな い で あろう) , 自分た ちに向けられた周囲の 大人た ちの こ こ ろ の 内側の 動き (｢ 息 づ

か い｣ ｢ ま な ざし｣ とで も言 っ て よ い ようなもの で あろ うか) を鋭く キ ャ ッ チで き る極上 の ア ン テ ナ を

持 っ て い て , 言葉に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 及ばな い部分を こ れ ( ノ ン バ ー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン)

に よ っ て 補う こ とで
, 周囲の大人と つ なが っ て い る と, こ うした 教師た ちは普段 の体験を通して感じて

い た か らで ほなか ろ うか｡ 子どもた ちは自分 た ちに向けられる周囲の 大人たちの 体温が温 かい か, 冷た

い かを鋭く感じ分 けて い る｡ 周囲の 大人 た ちは こ の こ と を心 に し っ かりと刻ん で子 どもた ちと つ なが っ

て い かなければ い けな い と い うメ ッ セ
ー ジ で あるよう に受け取る こ とがで き る｡

｢ 項目 2｣ ｢項目 3｣ ｢ 項目 4｣ ｢項目 5｣ ｢ 項目 9｣ に つ い て みて み ると, こ れ ら は内容的に は 2 つ の グ

ル ー プ ( 要因) に 分け られ る ｡ ｢ 項目 2｣ ｢ 項目 3｣ は 子どもの 話を聴い て い る そ の 場面で の 聴き方 ･ ス

タ ン ス に 関する こ とで あ る ｡ こ れ に対して ,
｢ 項目 4｣ ｢項目 5｣ ｢ 項目 9｣ は子 どもが話 しやす い 状況 を

生み 出す た めの 基盤 作りと
, 子 どもの 話をより深く理解 しなが ら聴く ため に必要な情報収集に関す る こ

とと言え る ｡ こ の こ と ば , 子 どもの 話をより深くより共 感的に受けとめるた め に は
, 普段か ら子どもや

家庭と の 密な連携を図 っ た り, 普段の 学校 ( 幼稚園) 生 活 の 様子をよく把握して い る こ と ,
そ して こ の

ような こ と を基盤 に すえて こ そ
, 子どもの 話をよく聴く こ とが でき ると

, 多く の 教師が考えて い ると い

う こ とを示して い る と思われる ｡ 教師 ( 広く い えば人) みずか らが積極的に 子ども ( 相手 の 人) の 世界

に 向か っ て 自身の こ こ ろ の 扉を開く努力があ っ て こ そ, 子 ども ( 相手の 人) を引き つ け, 子 どもが自身

の こ こ ろを自然に 開い て くれる契機になるとい うこ とを念頭 に おい て 子 どもと の 交わりを大切に して い

く こ とが聴くと い う こ とに と っ て 重要で ある , と い う こ とを示唆して くれ て い るよう で ある｡

た だ
, 結果か ら,

一

点, 気 に なる こ ともある｡ そ れ は ｢ 項目 1 1 . 子 ども の 話をよく聴 い て い る他 の

教師の 聴き方か ら学ぶ｣ が回答者全員の 回答の 中で 選択率が最も低く ,
こ の 傾向はま た, ほ とん どの 校

秤 ( 幼稚園で は さ ら に低 い もの もあ っ た が) に お い て 同様で あ っ たと い う こ とで ある ｡ こ の よう に ｢ 項

目 1 1｣ を選ん だ人が全体で は 3 人 に ひとり の 割合で しか い なか っ た と い う こ と ば ,
ど の よう に考えた

ら よい の で あろ うか ｡

子 どもの 話をよく聴い て い る教員が周囲に い な い と い う こ とな の で あ ろうか｡ しか し, 子 ども の 話を

よく聴い て い る教師が実際に少ない わけで はなか ろう ｡ とす ると, 他に は どの ような こ とが考えられる

で あ ろうか ｡ 勤務 の 多忙さ ゆえ, 自身の こ と に集中せ ざる を得ず , 他 の 教師の 子 どもと の かかわりを目

にす る機会が持て な い と い うこ とで あろうか｡ ある い は
, 他 の 項目の方が ｢ 聴く力｣ を高め て い く の に

実際的に重要で あるとと らえ , 他 の 項目の 方により
一

層選択の 目が強く向い て い っ た た め で あ っ た と い

う こ とで あ っ たろうか｡ こ の 点に つ い て の 背景に関して はさま ざま に推測 が可能で あろ うと思われるが ,

今回の 調査 結果か らは 明言する こ と ば困難で ある｡

(2) 勤務年数別 に見 た回答傾向に つ いて

どの 項目に つ い て も勤務年数 2 0 年以上 の 教員グル ー プ の 選択率が最も高い 傾向がうかが える こ とは ,

本調査票に 掲げ られ て い る選択肢の 内容を, 子 どもの 話を聴き続けて きたなか で , 経験的に大切なも の

とと らえ
, 実践 して きたと い う こ とで あろうか｡

｢ 項目 1 1｣ に つ い て は他の 2 群同様,
2 0 年以上 の 教員 グル ー プ群 に お い て も全項目の 中で 最低の 選

択率で あ っ たが
,
そ れ で も他の 2 群に比 べ る と高い 傾向があ っ た こ とは, 長く教職経験を して い るだ け

に
,
先輩教師な ど他の 教師か ら子 どもの 話を聴く こ とに つ い て 学ぶ機会と重要性を感 じさ せ られる場面

にそ れ だ け多く出会う場を持て た とい う こ とを示して い るの で あろうか ｡ しか し, こ の 点に つ い て も今
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後の 検討が必要で あ ると思 われる｡

(3) ｢ そ の他｣ の 回答内容に つ い て

｢ 質問グル
ー プ 1｣ ( 子 どもの 話を聴く場合に大切だ と考える こ と に つ い て) に つ い て の 自由記 述も

少なか らず示された ｡ 勤務校種と勤務年数とを組み合わせ た かたちで ,
す で に T a b l e . 3 に示した ｡

特に 幼稚園教師群 に お い て 見 られ る , ｢ 子 どもが話した い と思うタイ ミ ン グを逃す こ と なく , 子ども

の 気持ちを理 解し, 共感しなが ら, そ の 子の 立場に立 っ て 話を聴く｣ と い う意見に は注目す べ きで あろ

う｡ 幼児の こ こ ろは言わば バ ネ仕掛けの 扉の ごとくで あ っ て , 話した い , 聴 い て ほ しい と思 っ たそ の 瞬

間に勢 い よく全開す る｡ しか し, そ の 気持ちがそ の 場で す ぐに受けとめて もらえな い と , 瞬く間に そ の

扉は閉じて しま い ,
二度と開かなく な っ て しまう｡ 教師や大人の こ こ ろを察知 し, そ の こ こ ろに鋭く反

応す る｡ そ れ ほ どに ナイ
ー ブ に で きて い る の が幼児の こ こ ろだと い う こ とを, こ の 意見を書い て くれた

教師は知り, ま た自戒 の意味も込めて記 して い るの で はない かと思われ る｡

同じ幼稚園教師群 の もう ひ と つ の 意見,
｢『待 っ て ね』 と言 っ たら, 必 ず約束を果た し, 『お待たせ』

と本人 に待 っ て もら っ た感謝の 気持ちをあ らわ して∋ 話しをきく｣ と い う こ と も, 信頼関係が特 に 幼い

子 ども の 話を聴くに あた っ て 大切で , 幼児の 基本的信頼感の 強化 と教師と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に 大き

く影響す ると い う こ とを示唆して い る の で はなかろうか｡

特別支援学校教師の 意見, ｢ す ぐに説教調に ならない ように気を つ ける｣ に も注 目す べ き で あろう ｡

行動や コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン や対人関係, 生活習慣な どに未発達 ･ 未自立 な面をも っ て い たり , 学習面の

遅れや感覚 ･ 身体機能等に 障害 の ある子 どもたちに対し, 教師は熱心 さ の あま り, ややもすれ ば, 子 ど

も に対して高 い 要求水準を設定 した り, 指導効果を急ぎす ぎたり こ とが ある ｡ こ の ような場合, 教師の

目に は, 子 ども の , わず かながらで あるか もしれ ない が, そ の 子なり に成長 ･ 発達 し つ つ ある点や 内面

の 成長部分が見えにくく, 教師の 要求水準や期待通りにな っ て い かない 部分が相変わらず大きく目に映 っ

て しま っ て
, 結果として , 子 ども に対する ネガテ ィ ブな評価が強化され, 教師主導 の かかわ りが続けら

れ て い っ て しまうと い う こ と に なりかね な い の かもしれな い ｡ そ の ような時, ｢ す ぐに説教調 にな｣ っ

て しま うと い う こ となの で あろうか ｡ 子 どもの わずか なが らで はあ っ て も成長 し つ つ ある姿や部分を肯

定的に受けとめ , 同時に ,
ゆ っ た りした気持ちで子 どもに接して い く態度を忘れて は い けな い ｡ 原因を

子ども の方 に求め , 急かせ, 非難して しまう こ とば, 子 どもの こ こ ろ の 扉を閉ざさせ, 子 どもの 話 ( こ

こ ろ) を聴く こ とを大きく妨げて しま い かねない と い う自戒がこ こ に も表わされて い る の か もしれな い ｡

子 ども の話を ｢ 聴く力｣ と い う こ とを考える にあた り大切なこ とで あると思われる ｡

小学校 , 中学校, 高等学校の 各教員から記された意見に も注目す べ き と こ ろが多 い ｡ ｢ 自分の 気持ち

に ゆとりを持つ こ と｣ を心が け, サボ
- テ ィ ブに, そ して子 どもから教師に話す と い う行為そ の もの を

大切に受 けと めた い , と い う ス タ ン ス がよく感じられる｡

2
. 総合的考察

下山 (2 0 0 0) (
8) は ｢ 相手の 語 りを受けと め, 新たな語りが生 じるよう に 反応 を返して い く｣ , こ れ が

｢ < 聴く > 技能 の ポイ ン ト｣ で あ ると い う ｡ そ れゆえに こ そ ｢ 語りを受け とめ｣ る こ とに は専門性が要

求される と い う こ とな の で あろう ｡ ｢聴く こ とは ( 中略) 柏手の 語りを生み出 して い く技能と い う こ と

に なる｣ と, 聴く こ と の 重要性を指摘する ｡ こ の こ と ば教師の 専門性と して の ｢ 聴く力｣ に つ い て の み

ならず
,
｢ よ りよく聴く｣ と い う こ と に つ い て考えて い く に あた っ て も大変示唆に富ん で い る と思 われ

る｡

｢ 物語を < 読む > ｣ と い う観点から, ｢ ス ト
ー

リ
ー と プ ロ ッ トを比較す る｣ こ と の 重要性を説 い て い

る下山 (2 0 0 0) の所説は, 子 ども の 話を聴くときに ( 子どもの 話を聴く とき に限らず , 保護者や同僚教
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ー

シ ョ ンおよび教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢ 聴く力｣ に つ い て

師ある い は広く他者 の話 しを聴く場合も同様で ある と考えて よ い と思われ る が) われわれ教育に携わる

も の に大切なこ とを示唆して くれる｡

子 どもの 話を聴く場合 に当て はめて , 下山 ( 2 0 0 0) の 解く と こ ろを要約す れば以下の よう になるで あ

ろう ｡ 子 ども の 話 ( 話 の 内容) は言わば ｢子 ども の 独特の 思 い込み に よ っ て 語られる｣ ｡ 教師に と っ て

そ の 内容を共感的に理解する こ とは, そ うした子どもの 話が進ん で い けば行く ほ どむずか しくな る｡ し

か し, そ う い う子 ども の 話をより共感的に理解す る ため に は , 子ども の 話の 内容をそ の まま受けとめ る

だ けで なく , そ の 子 ども自身が直面して い る実際の 出来事 (｢ ス ト
ー

リ
ー

｣) を把握 して , ｢ ス ト
ー

リ
ー

とプ ロ ッ トを比較す る｣ こ とが子どもの 話全体を立体的か つ 正確に とらえて い く こ とに つ なが っ て い く ｡

なお ｢ プ ロ ッ ト｣ とは子 どもに よ っ て語 られる ｢ 固有の 真実｣ の こ と ｡ 子 どもの 話す内容と言い かえて

もよ い と思われ る ｡ し た が っ て
, 子どもの 話す内容とそ の 話の 背景 に ある出来事,

こ の 双方に し っ か り

と目を向ける こ とが, 子 ども自身の こ こ ろ の 世界, 子 ども自身から発せ られる こ こ ろ の メ ッ セ
ー ジ をき

ちん と受けとめ て い く ( 共感的に理解して い く) の に欠かせな い と い うこ とで ある ｡ なお, 上記 の ス ト
ー

リ
ー

と プ ロ ッ トに食 い違 い が生 じたときの 対応で あるが, ス ト ー リ ー が事実 どおりで あると し, それ が

子 ども の こ こ ろに 問題を引き起こ して い るとすれ ば, 単に認知 の 修正 の み に終わ らせ ず , 環境調整そ の

もの に も意を注 ぐと い う こ とに も留意す べ き で あろうと思われる｡
( 9)

上 記 の こ と は教師が子 どもの 話を聴く, す なわ ち, 子 どもと の 真の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を図ろ うとす

るとき
, 教師は 忘れ て は な ら ない こ とで あろう｡ ｢ 聴く｣ と い う こ と, コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン の奥 の 深さ

に改め て 目を向けなおして み る こ とを求め られて い る と考えられ る ｡

最後に , ｢ 聴く｣ こ とば技能か態度か ,
ある い は 関係かと い うこ とば, 聴き手の ス タ ン ス を聴き手自身

が改めて振り返 っ て みる にあたり課題となるとこ ろで あろうが , 簡単に言えば, ｢ 聴く｣ こ とば技能で もあ

り
,
態度で もあり, 関係でもあるともい えよう｡ もう少し踏み込 んで 言えば, ｢ 聴く｣ と い う こ とは, 話し

手と の 人間と して の き ちんと した向き合い 方, 関係を示す姿勢の 上 に立 っ て そ れを具体化するため に生み

出された技能で もあると言うこ とができよう｡ ( 筆者として は後者の と らえ方 の ほうがわかりや すい ｡) 子

どもの 話しを聴くとき, 子どもの側に立 っ て考えた場合, やは り必要なの は, 教師がみずらの 身を屈め,

自分と同じ目線に立 っ て 優しく丁寧に応対して くれて いる こ とを子ども自身が感じ取れて こ そ , 自分の 話

を聴い て もらえた , 自分と い う存在それ自体をし っ かりと受けとめ て もらえたと い う感じになり, こ こ ろ

が教師の 方に 向けられて いく ｡ つ まり, 子どもの 側から, 教師との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の た め の こ こ ろ の

扉が開かれて いく とい う こ とになるの で はない だろうか｡ とすれ ば, 教師が子どもの 話 しを聴くとき に ,

より
一

層求め られて い るの は, し っ かりした 人間観 , 発達観, 教育観などの 上 に立 っ て , 目の 前の子 ども

一 人 一 人と正面か ら向き合う ( ある い は同じ方向に 目を向けて並 んで 歩く) と い う ス タ ン ス ,
人間関係の

構築に大い に意を注 ぐこ とで ある, と い う こ とになるの で はなかろうか｡
( 10 )

Ⅴ 今後の課題

今後の 課題と して以下 の 4 点を挙げて おきた い ｡

1 . 今回 の 報告で は, 紙幅の 関係で , 教師が幼児児童生 徒の 話を聴く とき に , 教師自身として は どの よ

うな こ とを大切なこ とと して とらえて い るか, と い う点に の み焦点を絞 っ て まとめた ｡ 今回用 い た調

査票はさら に , 教師が親 ( 保護者) の 話を聴く場合に大切で あると考えて い る こ と , 同僚教師の 話を

聴く場合に 大切で あ ると考えて い る こ と に つ い て もたずね て い る｡ 教師の ｢聴く力｣ に は い ず れ の場

合に お い て も相互 に深く重なる部分を持 っ て い ると思われ るの で , 教師が親 ( 保護者) の 話を聴く場

合, 同僚教師の 話を聴く場合に つ い て の結果も示 しなが ら, こ の 重なる部分 ( 基盤 に なる部分) に つ
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い て の 検討を行えれ ばと思 っ て い た が, 紙幅の 関係で論及できなか っ た｡ 今後, 機会を得て , 報告した

いと考えて いる｡

2
. 今回用 い た調査 票の 3 つ の 質問グル

ー プ ( 幼児児童生徒の 話を聴く場合,
保護者 の 話を聴く場合,

同僚教師の 話を聴く場合) に お い て , 回答者に選択して もらうた め に用意した項目の 中に は い ろ い ろ

な次元 の もの ( 技能 , 態度, 関係等) が ,
あ る意味で ,

混然と した 形で含ま れて い た の で , 今後さ ら

に調査 をすす め て い くさ い に は , 何 らか の 形で整理す る こ とが求め られる と考えられる ｡

3
. 上 記 2 . に 関連 した課題となるが ,

｢ 教師の 聴く力｣ を構成する もの に は多く の 次元 の もの が関連し

て い る ように思 われる ｡ そ の なかに は最も基盤 ( 土台) に なると思われる もの から比較的ス キル に近

い もの まで さま ざまなも の があるよう に思われる｡ また, ｢ 教師の｣ ｢聴く力｣ をテ ー

マ とするばあ い
,

こ れま で に 話題に なり論じ られる こ との 多か っ た ｢ カ ウ ン セ ラ ー

の｣ ｢ 聴く力｣ に つ い て の と らえ方

を単純に ス ライ ドさせれば答えが出てく るとは言い がた い , 教育 ( 保育) と い う場 ( 領域) 独自の も

の が ある よう に考えられる ｡ こ の ような こ とか ら, ｢ 教師の｣ ｢ 聴く力｣ に つ い て の 分析 ･ 構造化 ( た

とえ ば
, 因子分析な どの 手法に より) を進め ,

そ れを構成す る要素を構造化 して い く研究方法が求め

られて くる の で は な い だろうか ｡

4
. ｢ ど の 項目も重要と思 っ た が , あえ て 自分 の中で い く つ か の 項目に絞 っ て○ を付けた｣ と い う主 旨の

コ メ ン トが回答者の 中から出た ｡ こ の 点をクリ アする た めに は, 評定尺度 ( たとえ ば) 等を用 い る こ

とで
, 大切さ の 程度を回答で き る ようにす べ き で あ っ た ｡ 今後の 課題とした い ｡
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幼児児童生徒との コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンおよび教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢聴く力｣ に つ い て

教師の 専門性と して の ｢ 聴く力｣ に つ い て の

調査 ご協力の お願い

教師が幼児児童生 徒 ( 以下,
｢ 子ども｣ と します) , 保護者, 職場の 同僚の 話を い か に ｢ 聴く｣ か ,

ど

こ まで ｢ 聴ける｣ かは, 子どもや 保護者, 同僚との よりよ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を築き ,
ひ い て は学校

全体の 人間関係を さら に向上 させ て い く上 で , 非常 に大切な こ とと思 われます ｡ ( こ こ で の ｢聴く｣ と

は, ｢ 熱心 に聴く｣ と い う意味で の ｢ 傾聴｣ を指します ｡)

そ こ で , ｢ 聴く力｣ を教師の大切な専門性の
一

つ と とらえ, ｢ 聴く｣ に あた っ て は ど の ような こ とが重

要と思 われるか, こ の 点に つ い て の ご意見を先生方か ら頂戴で きれば幸 い と存じます ｡

先生方か ら い た だ い た ご回答の検討を通じ, 私たち教師が, 子どもや保護者, 同僚教師との コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン をさら に
一

層改善し, 学校全体の よりよ い 人間関係を構築して い くた めの 方策を考える資料とさ

せ て い ただきた い と考え て おります ｡

公務ご繁忙の と こ ろ大変ご面倒なお願い で恐縮ですが, 上 記 の趣旨に ご賛同い ただけます先生方に は,

本調査票により, 普段お考えの こ とをお聞かせ いただきたく , 調査 へ の ご協力をお願 い できれば幸い です｡

な お, 本調査結果は, 研究論文等作成の さ い の 資料と して 活用さ せ て い ただき, 公表させて い ただき

た く存じます が, 結果は, 数量 的に処理 し, 自由記述部分に つ い て も, 個人が特定で きな い よう十分に

留意させて い た だきます ｡ ま た, 本調査結果は 研究以外 の 目的に は 一

切使用 しな い こ とを申し添えさせ

て い ただきます ｡

ご不明な点,
ご意見等が ござい ま した ら, 下記 あて ご連絡 い た だ きます ようお願い い たします｡

2 0 0 7
. 0 . 0
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調 査 票

ご面倒ですが, 結果の集計上 の 参考にさせ て い ただく ため, 以下の 項目に ご記入をお願 い い たします｡

教職経験年数 ( 年)

現在 の 勤務校種 ( 幼稚園 ･ 小学校 ･ 中学校 ･ 高等学校 ･ 特別支援学校 ･ そ の他)

( 該当欄を○で 囲ん で くださ い)

質 問 項 目

1
. 子どもの話 を聴く時に ,

どの ような ことが 大切だとお考えで しょ うか｡ 該当する項 目の番号を○で

囲んでくださ い ｡ ( 複数回答可) ｢ その他｣ を選択された場合は, その 内容を ( ) 内に具体的に記

してください ｡

1 時間にゆとりを持 っ て 聴く｡

2 耳で 聴くだ けで なく, 表情や動作に も目を向けなが ら, 子どもの 思い をし っ かりと受けとめら

れるよう に して 聴く｡

3 視線を合わ せる, うなず く, 相槌を打 つ な ど, 子どもの 話に関心 を持 っ て聴い て い る こ とを態

度で 示しながら聴く｡

4 子ども の 訴え ( たとえば, 友人との トラ ブル や自分自身の 学習や生活上 の 悩みな ど) を前後 の

状況を把握 しながら客観的に理 解するように努める｡

5 子どもが話 しやす い 雰囲気 ( 表情や言葉づ か い な ど) や関係作りを普段から心 が けて い る｡

6 子どもの 話が途中で滞 っ たとき, 急かさず待つ こ とがで きる｡

7 話を聴く場所とタイ ミ ン グを慎重に考える｡

8 自分の価値基準で判断を下さな い ｡

9 家庭との 連絡を普段から密に し, 家庭で の 様子も頑 に入 れて 話を聴く｡

1 0 本人の 了解なしに話の 内容を口外しない ｡

1 1 子 どもの 話をよく聴い て い る他の 教師の 聴き方か ら学ぶ ｡

1 2 そ の 他 (

2 . 保護者の話 を聴くときに , ど の ような ことが大切だとお考えで しょうか｡ 該当する項目の番号を○

で 囲んでください ｡ ( 複数回答可) ｢ その他｣ を選択された場合は , その 内容を ( ) 内に具体的に

記 してください ｡

1 保護者の 言葉の 奥に ある気持ちを読み取れるように努める｡

2 子 どもの こ とを教師自身が大切に思 っ て い る気持ちが伝わるような応対を心 がける｡

3 保護者と共に 子どもの 課題や問題な どに取り組もうとして い る気持ちが伝わる ような応対を心

がける｡

4 普段から信頼関係を築ける ように心 がけ, そ の 上 に立 っ て対話がで きるよう心 がける｡

5 プ ライ バ シ
ー

を必ず守る こ とを約束す る｡

6 子 どもの 問題に つ い て話す とき, 保護者を責めるような話の 進め方をしな い ｡

7 保護者の 話を受容的 ･ 共感的に受けとめる よう努める ｡

8 途中で話をさ えぎ っ たりせず , 保護者が話しやす い 雰囲気を作るこ とがで きる｡
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シ ョ ン および教育 (保育) ･ 発達支援の基盤として の教師の ｢聴く力｣ に つ い て

9 必要な とき に は, 関係機関を紹介したり, そ れ らと連携を図る な どして , 問題解決に努め る こ

とがで きる ｡

10 保護者の 話が途中で 滞 っ た とき, じ っ く り待 つ こ とがで きる ｡

1 1 保護者の 話 の 中か ら, 学校 に対す る要望や 不満な どがある こ と を察 した とき は, 必要な対応

を取る こ とが で きる｡

12 そ の 他 (

3 . 職場の 同僚の教師の話を聴くときに , どの ようなことが大切だとお考えでしょうか｡ 該当する項 目の 番

号を○で 囲んでください ｡ (複数回筈可) ｢ その他｣ を選択された場合は, その 内容を ( ) に具体的に

記 してください｡

1 共に 問題解決し取り組もうとして い る姿勢を示す ｡

2 課題 ･ 問題 へ の 同僚の 対応の 仕方が自分とは 異なる も の で あ っ て も, 同僚の 考え ･ 思 い を尊重

す る こ とがで きる ｡

3 情報を共有で き るよう, 自分の も っ て い る情報を進ん で提供で きる ｡

4 ふ だんから の 同僚との 関係作りを心がける｡

5 同僚に相談する こ とは決して恥ずか しい こ とで はない とお互 い に考える こ とがで きる ｡

6 自分自身 の 心理的安定を普段か ら心がける｡

7
一 人 で抱え込まず , 必要なとき に は

, 学校全体で 対応す る雰囲気が学校全体に ある ｡

8 問題に よ っ て, 関係機関等と連絡 ･ 連携 して 解決を図る必要が ある場合は, そ の ように , 事を

進める こ とがで きる ｡

9 同僚の 話 の 内容や気持ちが理解しにく い場合, わか っ た つ もりに ならず, 率直に確かめる こ と

が で きる｡

1 0 同僚 の 話が途中で 滞 っ たとき, じ っ く り待 つ こ とがで きる ｡

1 1 そ の 他 (

ご協力ありがとう ござい ま した｡
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